Kyoto University Archives Newsletter No.18 by 京都大学大学文書館
Title京都大学大学文書館だより 第18号
Author(s)










Kyoto University Archives Newsletter 第18号
「公文書管理法」と国立大学法人
　藤井 讓治 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 2
「京都大学らしさ」の表象をめぐって
　鈴木 晶子 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 4
第 2回「大学アーカイヴズに関する日
英セミナー」の開催
　清水 善仁 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 6
『大学紛争関係資料』Ⅰ～Ⅴの公開を開
始します







　西山 　伸 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10
　1960 年代後半から全国で吹き荒れた大学紛争で、学生たちの意見表明の手段の一つにビラがあった。ここに掲載した
ビラは、京大で最も紛争が激しかった 1969（昭和 44）年に作成・配布されたものである。これらのビラからは、わずか







する「公文書管理法」が、2009 年 6 月 24 日、





定める日とされているが、2011 年 4 月から
の施行が予定されている。
最初に、この法律が成立するまでの事情に







そうしたなか、2007 年 11 月、公文書館推
進議員懇談会が福田康夫首相に公文書管理に
関する「緊急提言」を提出した。それを受け
























2008 年 11 月に有識者会議の最終報告が提出
され、これを受けて内閣府では「公文書管理

















































































































































































































































京都大学大学文書館では、2010 年 2 月 16
日、英国グラスゴー大学より同大学アーカイ
ヴズディレクター兼アーキヴィストである





















































































　　『大学紛争関係資料』Ⅰ  1420 点　　
　　『大学紛争関係資料』Ⅱ  2361 点　　
　　『大学紛争関係資料』Ⅲ  193 点　　
　　『大学紛争関係資料』Ⅳ  299 点　　
　　『大学紛争関係資料』Ⅴ  342 点　　
















































2009 ／ 10 ／ 2 西山准教授、新採用職員研修におい
て京都大学の歴史について講義。
 10 ／ 5 学外より、大学紛争関係資料寄贈。




 10 ／ 9 西山、総合博物館第5回セミナーに
おいて「大学におけるアーカイヴズ　
－その意義と役割－」と題して講演。
 10 ／ 13 2008年度保存期間満了の事務本部
および各部局の法人文書搬入（～
10月19日）。





 10 ／ 16 西山、学術交流協定にもとづき来学
したタイ・カセサート大学学生に京
都大学の歴史について講義。
 10 ／ 16 野平匡邦氏より、野平椎霞関係資料
他寄贈。
 10 ／ 16 越後喜久子氏より、仁科海之介関係
資料他寄贈。




 10 ／ 21 事務補佐員白戸健一郎雇用。
 10 ／ 21 事務補佐員松永智子雇用。
 10 ／ 26 大学文書館教員会議。
 10 ／ 28 学習院大学より、大学文書館の現状・
設備について視察のため来館。
 10 ／ 28 学外より、大正期の文学部在籍留学
生に関する照会。
 10 ／ 28 朝尾直弘氏より、文学部関係資料等
他寄贈。
 10 ／ 30 『京都大学大学文書館だより』第17
号発行。
 11 ／ 1 事務補佐員奥田夕子雇用。
 11 ／ 1 事務補佐員弘津愛雇用。
 11 ／ 3 大学文書館企画展「大学祭の百年―
京大11月祭の源流をたどる―」開
催（～ 12 月 27 日。於・京都大学
百周年時計台記念館歴史展示室）。
 11 ／ 4 京都新聞社、企画展について取材。
 11 ／ 5 釣正志氏より、学生運動関係資料
寄贈。
 11 ／ 5 京都大学理学部学生自治会より、理
学部自治会関係資料寄贈。
 11 ／ 9 学内より、『京都帝国大学一覧』に関
する照会。
 11 ／ 9 西山勝夫氏より、学生運動関係資料
寄贈。
 11 ／ 10 川島亘氏より、大学紛争関係資料
寄贈。
 11 ／ 12 鄭淇雄氏より、『今日の学生のために』
寄贈。
 11 ／ 12 加藤利三氏より、大学紛争関係資料
寄贈。
 11 ／ 18 二谷信太郎氏より、京都大学11月
祭関係資料寄贈。
 11 ／ 14 京都橘大学学生、大学文書館施設見
学のため来館。
 11 ／ 24 佐竹妙子氏より、佐竹昭広関係資料
寄贈。
 11 ／ 30 大学文書館教員会議。
 12 ／ 1 宇多小路豊氏より第三高等学校関係
資料寄贈。
 12 ／ 18 神戸大学より、大学文書館の現状・
設備について視察のため来館。
 12 ／ 24 飛川順子氏より、島田虎次関係資料
寄贈。
 12 ／ 28 大学文書館運営協議会。
2010 ／ 1 ／ 5 大学文書館テーマ展「時計台の昔と
今」開催（於・京都大学百周年時計
台記念館歴史展示室）。
 1 ／ 13 学内より、昭和30年代初頭の理学
部教員に関する照会。









 1 ／ 28 学外より、第三高等学校卒業生に関す
る照会。

























 2 ／ 6 「大学アーカイヴズに関する研究会」
開催（於・京都大学百周年時計台記
念館）。
 2 ／ 16 第 2回「大学アーカイヴズに関する
日英セミナー」開催（於・京都大学
百周年時計台記念館）。
 2 ／ 23 防衛大学校より、大学文書館の現状・
設備について視察のため来館。
 2 ／ 24 日本女子大学より、大学文書館の現
状・設備について視察のため来館。
 2 ／ 26 大学文書館教員会議。
 2 ／ 26 『京都大学大学文書館研究紀要』第8号
発行。
 3 ／ 2 学外より、戦前の学生服に関する照会。
 3 ／ 3 中央大学より、大学文書館の現状・設備
について視察のため来館。
 3 ／ 8 大学文書館運営協議会。
 3 ／ 8 学内より、ジャック・カロの版画作
品に関する照会。
 3 ／ 9 有賀のゆり氏より、有賀鐵太郎関係
資料寄贈。
 3 ／ 12 楽友会館書庫より資料搬出。
 3 ／ 24 大学文書館教員会議。
 3 ／ 31 『『大学紛争関係資料』Ⅰ～Ⅴ　解説・
目録』発行。
 3 ／ 31 事務補佐員大石一男退職。
 3 ／ 31 事務補佐員豊田敦子退職。
 3 ／ 31 事務補佐員白戸健一郎退職。
















なら、今から 40 年あまり前の 1968 年度の入
学式でも「約千五百人の付きそい父母」（『京
















しかし、1925 年度には 1326 名であった京
大の入学者は、戦後の高度成長期に入ると増
加を続け、1961 年度に 2000 名を突破、そし
て問題の 1968 年度には 2500 名を超えるに至
っており、大ホールの収容能力も限界に達し
つつあった。このときの入学式実施に際する
裏方の苦労については、当館所蔵の法人文書
『学部入学生宣誓式大学院入学生宣誓式修士
学位授与式卒業式関係書類』（資料番号
01A00757）に赤裸々に記されている。
それによると、入学者 2523 名に対して椅
子が 1920 名分しか入らず、なんと主役であ
る新入生のうち 603 名が立ったままという状
態であった。綴じられている「設営配置図」
の左隅には当時の担当者が書いたと思われる
「かろうじて入った」の文字がある。また、
最大の教室であった法経第一教室などを父兄
控室として、式の模様をテレビで中継するこ
とになっていたが、「TVの調子全くわるく、
うつらなかった」そうだ。せっかく来た保護
者にとっては、さぞ不満であったろう。その
せいか、翌年は控室のテレビ中継は廃止、音
声だけを伝えるようになってしまった。
ちなみに、翌年の 1969 年度にはいわゆる
大学紛争の嵐が京大にも吹き荒れ、入学式に
も全共闘系の学生が乱入、式はわずか 10 秒
で終了した。この様子を撮影したニュース映
像を歴史展示室で見ることができるが、大混
雑の上に大混乱だったのが分かる。
この後、ようやく 1972 年度から新設の総合
体育館に会場が移されたが、ここも約 40 年の
のち、収容能力が限界に達し、冒頭のように
学外に会場を移すことになったわけである。
（なお 1968 年度入学式について記した上記
法人文書は、テーマ展「時計台の昔と今」で
展示中です。ぜひご覧ください）
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式場が満杯だ !
京都大学大学文書館准教授　西山 　伸
